
大
正
四
年
六
月
二
す
一

H
軍
用
=
一
種
雷
同
鱒
噛
誼
可
(
暢
均
一
回
一
日
程
1
刊
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震

曙

強

盤調

y

嘩
寂

満
洲
園
税
制
及
其
批
判
・
・
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士
一
脚
戸
正
雄

時
差
説
費
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
庫
三
博
士
高
田
保
馬

舶
腹
過
剰
問
題
の
意
義
・
・
・

-
-
-
a

・
経
章
博
士
小
島
日
日
太
郎

肱

阿

論

剛

沿
岸
撚
業
者
問
題
・
・
・
・
・
砂
・
・
・
・
・
師

22b士
蜂

川

虎

三

冊

削

惜

凡

山
町
村
山
山
都
州
立
政
府
貸
土
金
に
新
レ
て
・
-
鱈
活
用
手
松
岡
半
児

穂
瞳
経
済
ミ
個
別
経
済
・
・

•.. 

，
経
済
墜
士
大
塚
一
朗

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い

τ
・
・
・
・
・
経
済
準
士
大
山
敷
太
郎

げ
に
引
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
押
さ

zr士
熊

本

吉

朗

競

苑

矯
替
相
場
建
動
の
原
因
に
つ
い
て
・
・
・
法
撃
士
正
井
敬
宍

企
業
環
算
制
度
の
米
圏
内
一
時
現
状
・
・
・
・
径
一
列
車
午
士
山
本
安
矢
部

ズ
ル
タ
ン
氏
の
岡
家
牧
入
論
・
・
・
・
・
・
翌
四
棋
士
大
谷
政
敬

ゾ
ン
バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
庖
観
・
・
・
・
樫

Z
Z
堀

新

一

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

L一



総

鵠

経

済

' 、、
、ー・

個

別

経

済

(
下
)

大

塚

朗

五

前
段
に
於
い
て
松
は
、

個
別
経
掛
も
綿
鰹
粧
捕
と
祷
じ
〈
枇
曾
品
川
現
象
で
あ
る
'
」
と
を
謹
べ
た
。

し
か
し
乙
こ

で
、
伐
に
わ
れ
わ
れ
は
ど
山
側
川
腕
清
と
縄
開
組
神
と
が
一
つ
の
兵
輔
的
金
贈
た
る
凶
民
経
協
仰
の
構
造
に
於
い
て

相
劉
向
す
る
二
つ
の
止
揚
的
契
機
を
な
せ
る
も
の
な
る
こ
と
詮
想
起
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
雨
者
は
互
仁
別
餌
mw
一
現
象

で
あ
り
、
互
に
異
る
所
の
湖
特
の
附
随
的
属
性
を
有
し
て
ゐ
る
。
か
く
て
こ
れ
ら
二
つ
の
封
向
的
現
象
は
夫
E
特

有
の
存
在
認
定
的
問
題
を
成
立
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。

だ
と
へ
ば
責
買
期
間
と
費
用
又
は
利
潤
と
の
関
係
、
資
本
姐
轄
の
速
度
と
利
潤
恋
?
と
の
関
係
、
企
業
に
於
け
る

盛
一
加
資
本
と
利
附
費
本
と
の
嗣
係
等
の
如
き
諸
問
題
は
個
別
経
持
に
つ
い
て
成
立
す
る
問
題
で
あ
る
ふ
こ
れ
に
封

し
て
、
縮
瞳
経
擁
は
又
だ
と
へ
ば
一
般
的
利
潤
牽
の
成
立
、
貨
問
町
資
本
の
蓄
積
が
利
潤
卒
に
及
ぽ
す
影
響
、
市
場

の
組
織
等
の
如
き
特
有
の
問
題
を
成
立
せ
し
め
る
。

き
れ
ば
又
、
個
別
鰹
梼
に
つ
い
て
生
子
る
存
在
認
識
と
組
関
経
済
に
つ
い
て
生
十
る
存
在
認
識
と
は
こ
れ
を
ニ

岨
相
鵠
経
済
と
個
別
経
務

第
三
十
五
谷

三
九
九

第
二
娩

O 



総
億
経
済
と
個
別
経
済

第
三
十
五
巻

第

君主

O 

問。。

つ
の
範
曙
に
分
麗
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
故
に
人
若
し
好
む
な
ら
ば
そ
れ
ら
二
つ
の
僻
晴
内
の
存
在
認
識
を

ぱ
夫
l
整
理
、
組
織
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
こ
こ
に
二
つ
の
相
調
立
す
る
存
在
認
識
の
閥
系
卸
ち
二
つ
の
科
準
部

円
少
一
設
け
る
こ
と
も
論
理
的
に
可
能
で
あ
る
。
市
し
て
更
ら
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
認
識
封
系
に
つ
い
て
一
を
経
普

経
時
事
、

一
を
国
民
経
時
患
と
呼
ぷ
が
知
事
こ
と
も
、
そ
は
躍
な
る
名
叩
併
の
問
題
l

こ
し
て
枚
三
L

恒
百
せ
ら
る
ぺ

き
ち
の
で
は
な
か
戸
?
フ
。

冨与一
σ空
間

は
国
民
経
済
制
学
と
鰹
管
経
済
事
と
の
二
つ
の
相
封
向
す
る
原
在
認
定
科
皐
JT
主
張
す
る
の
で
あ
る

炉
、
其
の
封
向
の
根
擦
を
・
突
の
如
き
賠
に
求
め
る
。

『
経
管
経
持
制
申
は
意
識
さ
れ
に
る
意
志
を
有
す
る
鰹
梼
に
つ
い
て
の
亭
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
園
民
経
持

準
は
意
識
さ
れ
た
る
意
志
を
有
す
る
粧
持
相
互
聞
の
交
通
に
よ
っ
て
成
立
す
る
作
用
、
而
し
て
買
に
脇
陣
作
用
、

卒
均
作
用
、
及
び
特
に
大
規
模
な
る
軍
一
作
用
を
取
扱
ム
。
」
と
。

又
名
目
=
】
の
見
解
も
縮
瞳
経
済
の
準
と
個
別
経
捕
の
皐
と
の
封
立
随
っ
て
又
経
営
経
持
曲
学
と
国
民
経
梼
畢
と
の

封
立
を
認
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
外
夫
Z
多
少
の
程
度
に
於
い
て
濁
特
の
表
現
形
態
を
採
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
究
極
的
志
向
に
於
い
て
は
畢

克
先
に
在
日
か
規
定
せ
る
縮
瞳
経
済
現
象
と
個
別
経
済
現
象
と
の
封
向
的
存
在
に
著
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
闘
民
鰹

構
畢
乃
至
は
一
世
舎
経
済
撃
と
経
管
経
掛
拳
と
の
二
つ
の
観
照
科
事
の
調
向
的
濁
立

J

乞
基
礎
づ
け
ん
と
す
る
見
解
は

殊
に
多
〈
我
が
闘
に
行
は
れ
る
所
で
あ
る
。
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慨
に
言
へ
る
が
如
く
縮
瞳
経
済
と
個
別
経
持
と
は
一
つ
の
具
膿
的
金
睦
現
象
七
る
岡
民
経
済
の
構
造
に
於
い
て

其
の
止
揚
的
契
機
を
成
せ
る
封
印
的
現
象
で
あ
っ
て
互
に
特
有
な
る
存
在
認
定
上
の
諸
問
題
を
成
立
せ
し
め
る
も

の
で
あ
る
。
故
に
、
わ
れ
わ
れ
は
右
の
如
き
諸
説
の
志
向
に
封
し
て
一
鹿
の
論
理
的
可
能
を
認
め
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
③

.晶圃，、

個
別
経
済
も
組
瞳
経
稗
も
膏
し
く
枇
合
目
的
現
象
た
る
馳
に
具
る
所
は
な
い
が
こ
れ
ら
二
つ
の
現
象
は
罰
向
的
に

夫

z
特
荷
な
る
存
在
認
定
上
の
諸
問
題
vy
規
定
し
、
随
っ
て
又
、
こ
れ
に
因
っ
て
互
に
相
分
れ
に
ニ
つ
の
存
在
謡

一
岨
酬
の
惜
高
ヤ
-
関
向
的
に
惜
成
寸
4

2

P

耐
と
が

J

探
論
理
的
に
是
認
さ
れ
得
べ
き
こ
と
は
前
謹
の
如
〈
で
あ
る
。

し
か

し
な
が
ら
こ
れ
ら
、
二
つ
の
認
識
樫
系
は
賀
は
い
つ
ま
で
も
そ
れ
白
轄
の
縄
立
を
維
持
し
て
u

却
な
る
針
向
闘
都

を
績
け
行
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

最
初
に
説
け
る
が
知

t
、
個
別
経
済
と
穂
髄
経
済
と
は
共
に
一
つ
の
具
膿
的
金
瞳
七
る
国
民
経
済
の
抽
象
的
、

止
場
的
契
機
を
な
せ
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
斯
の
如

t
封
向
的
二
形
相
の
統
一
者
た
る
構
造
を
以
て
存
在
し
て
ゐ
る
凶
民
経
持
の
現
象
を
ば
、

か
か
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
全
面
的
に
理
解
せ
し
め
る
統
一
的
認
識
韓
系
を
企
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
部
ち
、
個

別
経
済
に
つ
い
て
の
認
識
と
緯
瞳
経
済
に
つ
い
て
の
認
識
と
は
共
に
其
の
濁
立
性
を
止
揚
さ
れ
て
、
翠
一
金
贈
現

象
た
る
剛
氏
経
持
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
一
の
統
一
的
な
る
存
在
認
識
の
開
系
に
る
全
面
的
国
民
経
済
撃
の
構
成

緑
膿
経
崎
明
と
個
別
経
泊

第
三
十
五
巻

四
O 

第
三
就

O 



情
臨
穂
経
輔
叶
冒
と
個
別
経
済

第

f虎

第
二
一
一
十
五
巻

一O
四

四
O 

要
素
左
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
個
別
樫
掛
現
象
と
綿
髄
軽
梼
現
象
と
の
止
揚
に
よ
っ
て
成
立
し
て
ゐ
る
具
韓
的
金

瞳
現
象
だ
る
幽
民
経
済
の
規
定
す
る
諸
問
題
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
初
め
て
統
一
的
に
解
決
さ
れ
持
る
に
至
る
の
で

め
る
。而

し
て
、
箇
別
経
捕
に
つ
い
て
の
認
識
と
総
艦
艇
怖
に
つ
い
て
の
認
識
と
が
幽
民
鮭
掛
に
つ
い
て
の
存
在
認
定

上
の
諸
問
題
全
ば
か
〈
の
加
〈
統
一
的
に
解
決
せ
し
め
る
全
面
的
剛
民
経
済
串
の
中
に
止
揚
、
総
括
き
れ
る
様
式

は
、
寧
ろ
問
題
の
取
扱
ぷ
関
す
る
子
績
上
の
事
柄
で
あ
る
に
逼
ぎ
な
い
c

或
は
濁
換
の
諸
凶
民
経
梼
皐
者
が
其
の
総
論
的
又
は
各
論
的
過
作
睦
系
に
於
い
て
、
た
と
へ
未
だ
明
瞭
な
る
自

畳
に
立
脚
せ
、
ざ
る
も
の
た
る
の
答
は
見
れ
待
な
い
に
し
て
も
、
従
来
普
通
に
な
し
来
れ
る
如

t
に
、
特
に
章
、
篇

の
匝
別
を
立
て
て
雨
者
の
認
識
範
晴
を
ぱ
分
割
的
に
排
列
す
る
こ
と
な
き
方
法
?
採
る
こ
と
も
得
ぺ
く
、
或
は
又

例
へ
ば

g
-
2
2
の
同
日
回
目
。
』
白

W
L
2・
m
H

虫
色
E
E
P
E
R
-
-
2
J
E
P
A
E
Z
P
や

{
)
τ
-
5
7
5
2
0
の

出

C
N

一hp
r
p
c
z
c
E芹
や
或
は

/
ぞ
三
『
の

。
対
日

7
7ソ
戸
〈
豆
一
士
山
Z
山口

}
W
F
W
「斤

に
於
げ
る
が
如
〈
、

夏
ら
に
又
資
本
論
に
於
げ
る
が

Z
己
3
=
E
一-vrc=2HM
一。
日
一
切

加
〈
、
担
倍
、
篇
、
章
等
の
匝
別
を
立
て
て
、
縮
瞳
経
摘
的
問
題
と
個
別
経
掛
的
問
題
と
を
一
の
統
一
的
韓
系
の
中

で
相
封
的
に
分
割
し
て
取
扱
ふ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
な
ほ
資
本
論
に
於
い
て
は
第
二
港
第
三
章
の
末
尾
及
び
第

十
八
章
の
胃
頭
等
に
於
い
て
二
つ
の
問
題
範
時
の
匝
別
と
其
の
取
扱
手
績
に
つ
い
て
特
に
注
意
3
れ
で
あ
る
の
で

あ
る。
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要
は
、
縮
瞳
経
済
現
象
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
存
在
認
定
上
の
諸
問
題
と
、
個
別
経
持
現
象
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
る
存
在
認
定
上
の
諸
問
題
と
が
一
瞳
系
内
に
於
い
て
統
一
的
に
取
扱
は
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
で
軍
一
の
具
瞳
的
金

瞳
現
象
た
る
国
民
粧
持
の
規
定
す
る
存
在
認
定
上
の
諸
問
題
が
全
面
的
に
解
決
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

七

今
日
、
串
者
の
中
に
は
、
凡
そ
今
世
紀
の
初
頭
以
来
主
と
し
て
濁
逸
、
米
国
等
の
諸
国
に
於
い
て
新
ら
だ
に
興

り
来
れ
る
所
謂
鰹
替
経
持
準
的
研
究
が
個
別
経
蹄
を
研
究
の
割
象
と
な
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
存
在
認
定
的
研
究
を

企
て
る
こ
と
を
以
て
其
の
特
有
の
任
務
と
す
る
も
の
で
ゐ
る
と
考
へ
、
こ
こ
に
国
民
経
持
率
正
野
立
す
る
一
滴
主

観
照
科
皐
と
し
て
の
経
倍
極
構
皐
の
可
能
に
封
す
る
論
理
的
根
操
ぞ
見
出
3
ん
と
す
る
人
の
め
る
こ
し
〈
は
慨
に
こ

れ
を
括
弧
し
た
。
極
E
に
表
現
の
形
態
は
異
る
け
れ
ど
も
其
の
志
向
の
本
質
に
於
い
て
は
皐
寛
此
の
種
の
見
解
に

蹄
著
す
る
設
営
な
す
人
は
特
に
我
が
闘
に
多
い
。

し
か
し
、
個
別
経
消
の
存
在
性
に
よ
っ
て
規
定
3
れ
る
諸
問
題
に
闘
す
る
認
識
は
少
く
と
も
高
度
普
遍
化
の
形

態
に
於
い
て
は
前
過
の
知
〈
既
に
、
早
ノ
、
よ
り
諸
凶
民
経
持
率
者
の
幽
民
経
持
率
開
系
中
に
包
抗
さ
れ
て
研
究
を

進
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
中
、
な
ほ
又
そ
れ
が
た
と
へ
未
だ
甚
だ
不
充
分
で
あ
る
と
し
て
も
、
其
の
種
の
問
題

の
解
決
は
本
来
園
民
経
持
拳
に
固
有
な
る
任
務
の
範
闘
に
属
す
べ
き
色
の
た
る
こ
と
は
慨
に
こ
れ
を
設
け
る
慮
で

あ
る
。
随
っ
て
、
箇
別
経
捕
に
関
す
る
存
在
認
定
的
研
究
ぞ
れ
自
瞳
の
み
を
以
で
究
極
の
任
務
と
す
る
所
の
経
替

鮭
諦
皐
な
る
も
の
が
別
に
存
立
し
得
べ
き
論
理
的
根
壊
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。

抽
相
掴
岨
綾
部
と
個
別
経
済

第
三
十
天
谷

~!1 
O 

者Z

~jk 

0 
3i. 



線
鶴
経
済
と
個
別
経
潜

第
三
十
五
巻

四

O
閥

第

務

O 
ノ、

而
し
て
又
、
濁
、
米
に
於
け
る
新
興
の
所
謂
鰹
替
経
済
皐
的
研
究
の
賓
質
に
就
い
て
見
る
に
、
業
の
中
に
は
未
だ

明
瞭
な
る
白
畳
の
域
に
蓮
せ

5
る
も
の
が
少
か
ら
や
存
寸
る
け
れ

E
も
、
支
配
的
傾
向
と
し
て
は
畢
寛
、
佃
別
粧

携
に
つ
い
て
の
観
照
科
挙
的
問
明
と
い
ふ
こ
と
自
聞
の
上
に
其
の
本
質
的
目
的
が
置
か
れ
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
こ

と
ぞ
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

人
或
は
い
ふ
で

J

の
ら
う
。
個
別
続
時
と
組
醐
旧
経
済
と
は
互
に
封
向
的
に
存
在
し
て
ゐ
る
二
つ
の
相
分
か
れ
た
現

白
目

C
Kソ
-
3
。
f
山
叫
〉
亡
、

a
十月一

v
t
e
H昨
日

目

w

H
H
d
-
E
K
i
l
作
ヘ
仁
伝
一
」
ト
ト
っ
て
乱
立
レ
プ
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百
司
司
山

:
-
;
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n
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ρ
v
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l
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よ
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iu-一
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一
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申
告
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ヘ
)
叫
刊
リ
ザ
F

山
司

c
m羽
」
、
和

系
に
統
一
し
て
、

こ
れ
を
縮
瞳
解
掛
に
つ
い
て
の
認
識
開
系
と
封
立
せ
し
め
、

以
て
国
民
鰹
持
率
の
外
に
一
の
濁

立
観
照
科
串
に
る
経
勝
目
経
済
島
を
構
成
す
る
こ
と
は
膿
て
又
従
来
の
凶
民
鯨
掛
撃
に
於
け
る
知
識
の
内
容
含
純
化

し
て
其
の
瞳
系
を
整
理
革
正
す
る
所
以
で
め
る
と
。
在
は
此
の
種
の
考
方
を
採
る
入
が
科
事
に
於
け
る
問
題
取
扱

方
法
の
整
理
に
就
い
て
費
す
所
の
形
式
論
理
的
工
夫
?
ぱ
一
底
諒
と
す
る
の
で
あ
る
。

然
れ
ど
も
、
師
に
緯
詑
せ
る
如
〈
、
佃
別
経
掛
と
縮
瞳
間
経
掛
左
は
買
は
軍
一
の
具
睦
的
会
開
現
象
た
る
圃
民
蛭

捕
に
於
い
て
、
相
封
向
す
る
止
揚
的
契
機
を
な
せ
る
も
の
に
過
ぎ

4

さ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

専
ら
封
象
の
規
定
に
於
け
る
形
式
論
理
的
純
一
性
に
執
著
せ
ん
と
す
る
は
可
な

b
o
さ
れ
ど
、
か
く
て
遂
に
、

個
別
経
梼
に
つ
い
て
の
存
在
認
識
と
綿
時
経
持
に
つ
い
て
の
存
荘
認
識
と
を
止
揚
、
総
括
し
て
、
以
て
個
別
経
梼

と
縮
瞳
経
持
と
の
統
一
的
金
睦
た
る
構
造

J

乞
有
す
る
園
民
粧
蹄
の
現
象
を
ば
か
く
の
如
き
も
の
と
し
て
全
面
的
に

こ
れ
を
理
解
せ
し
め
る
統
一
的
観
照
科
皐
た
る
幽
民
経
済
曲
学
時
系
全
分
裂
、
解
消
せ
し
め
る
こ
と
が
果
し
て
冬
営



な
る
進
歩
の
道
行
に
立
て
る
科
印
字
方
法
論
で
あ
る
か
。
準
君
の
反
省
を
翼
ふ
の
で
あ
る
つ

国
民
経
済
皐
と
経
経
由
経
済
皐
と
の
二
つ
の
観
照
科
間
半
の
封
向
的
濁
立
を
主
張
す
る
畢
設
・
と
し
て
は
、
以
上
「
い
論

ぜ
る
、
鱒
暗
経
済
の
現
象
と
個
別
経
漕
の
現
象
l

ど
の
劃
向
的
存
在
に
立
脚
す
る
も
の
の
外
に
、
な
ぼ
失
の
如
き
諸

見
解
を
見
る
の
で
あ
る
。

共
の
一
は
、
国
民
経
済
問
中
を
以
て
所
謂
枇
曾
的
利
害
の
見
地
に
立
っ
て
経
梼
現
象
ぞ
研
究
す
る
科
事
で
あ
る
と

な
し
、
在
的
、
佃
人
的
利
害
の
見
地
に
立
っ
て
経
済
現
象
を
観
照
す
る
科
率
一
か
経
替
経
済
撃
で
あ
る
と
す
る
の
で

あ
る
。業

の
ニ
は
、
本
文
の
初
め
に
岡
民
経
糟
の
概
念
に
つ
い
て
論
.
ぎ
る
際
に
慨
に
言
及
せ
る
如
〈
、
現
代
の
枇
曾
に

於
げ
る
交
換
交
通
的
閥
聯
と
い
ふ
純
粋
形
式
的
現
象
を
起
識
の
劃
象
と
す
る
観
照
和
単
が
理
論
的
国
民
組
桝
思
戒

は
枇
曾
樫
持
副
学
の
本
質
的
任
務
で
あ
る
L
」
す
る
〉
ヨ

2
2
の
所
説
に
立
脚
し
て
、
国
民
経
済
に
於
け
る
他
の
属
性

現
象
を
認
識
目
的
と
し
て
混
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
肱
曾
経
静
曲
学
に
封
立
す
る
一
滴
立
甑
照
科
皐
と
し
て
の
艦
替

経
済
拳
の
矯
め
に
渦
自
の
存
立
基
礎
を
奥
~
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
設
を
唱
へ
る
撃
者
の
皐
者
的
労
苦
と
工
夫
と
に
封
し
て
、
在
は
深
き
敬
意
ぞ
禁
じ
得
な
い
。
き
れ

ど
、
そ
れ
ら
の
諸
説
の
核
心
的
精
神
に
封
し
て
は
、
総
劃
経
済
と
個
別
解
憾
と
の
劃
向
的
存
在
に
立
脚
し
て
闘
民

経
掛
皐
ー
と
鰹
此
官
経
掛
準
と
の
二
つ
の
観
照
科
皐
を
主
張
す
る
所
設
に
哨
到
す
る
場
合
?
と
同
様
に
、
逮
に
こ
れ
に
同
意

し
が
た
き
こ
と
を
遺
憾
に
思
ふ
。

認
程
経
濁
と
個
別
経
済

第
三
十
五
巻

問
。
五
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純
催
経
済
ー
と
個
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経
済
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五
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以
上
論
ぜ
る
所
は
一
濁
立
観
照
科
挙
と
し
て
の
粧
替
鮭
画
風
一
を
認
め
て
こ
れ
を
観
照
科
息
a
T

と
し
て
の
闘
民
経
持

率
に
劃
立
せ
し
め
ん
と
す
る
見
解
の
論
践
に
闘
す
る
批
判
に
麗
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
.
租
は
こ
れ
ら
の
い
づ

れ
に
向
っ
て
も
結
局
同
意
し
が
に
き
も
の
で
め
る
こ
と
を
述
べ
に
。
然
ら
ば
一
科
滴
立
の
利
率
と
し
て
立
つ
べ
き

粧
笹
粧
怖
感
は
如
何
な
る
任
務
を
有
す
る
か
。
在
は
其
の
原
理
的
任
務
を
ぱ
究
の
加
〈
に
考
へ
て
ゐ
る
ω

経
削
官
粧
跡
前
島
一
・
は
笹
川
町
献
桝
撒
誌
の
合
目
的
性

!ι
い
十
」
よ
じ
よ
っ
γ

し
却
先
N
v
h
U
H

山
阿
川
的
諮
問
胞
や
，
d
u
此

の
前
提
的
知
識
と
し
て
自
己
の
一
陣
系
中
に
包
臨
す
る
所
の
個
別
経
掛
現
象
に
闘
す
る
存
在
認
識
の
基
礎
じ
立
ち

て
、
こ
れ
を
理
論
的
に
解
決
す
る
こ
と
伝
任
務
と
す
る
賢
践
科
皐
で
あ
る
。

経
拙
官
経
情
率
一
か
此
の
固
有
の
統
一
的
任
務
を
自
費
す
る
と
き
に
、
ぞ
は
初
め
て
自
ら
一
科
濁
立
の
科
事
と
し
て

存
立
す
べ
き
方
法
論
的
根
擦
を
見
出
す
。
貫
践
科
皐
と
し
て
の
粧
管
粧
掛
事
こ
そ
.
経
凱
官
経
掛
率
，
か
一
科
猫
立
の

科
拳
と
し
て
存
立
し
得
べ
き
唯
一
本
来
の
方
法
論
的
運
命
で
J

の
る
。

斯
様
に
艦
替
経
掛
準
は
個
別
経
済
な
る
行
動
瞳
系
に
於
け
る
貫
践
上
の
原
則
的
諸
問
題
の
理
論
的
解
決
を
以
て

任
務
と
す
る
。
さ
れ
ど
、
こ
の
こ
と
は
回
よ
り
経
管
縦
横
皐
が
其
の
糟
系
内
に
個
別
粧
捕
に
闘
す
る
存
在
認
識
を

も
併
せ
包
揖
す
べ
き
論
理
的
要
請
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
い
。
否
、
寧
ろ
そ
れ
は
粧
品
拍
経
梼
串
栴
念
の
本
質
に

属
す
る
こ
と
は
前
越
せ
る
慮
で
め
る
。
こ
れ
は
、
経
管
経
持
率
が
一
の
科
阜
で
あ
ら
ん
と
す
る
限
h
J
、
こ
れ
に
於

け
る
回
有
の
究
極
的
諸
問
題
の
解
決
が
単
な
る
悲
意
的
濁
断
に
止
る
こ
と
な
く
普
遍
委
嘗
の
判
定
七
る
べ
き
こ
と

が
先
天
的
に
要
求
さ
れ
る
と
と
か
ら
論
理
上
の
必
然
と
し
て
起
る
の
で
あ
る
。



か
く
て
、
経
替
経
済
率
は
先
づ
自
己
の
研
究
封
象
が
替
利
麗
掛
な
る
か
、
家
庭
経
持
な
る
か
、
一
公
盆
的
費
用
補

償
金
業
な
る
か
等
に
従
っ
て
、
夫
E
ぞ
の
類
型
的
個
別
経
持
の
内
在
的
目
的
'
炉
二
般
的
に
論
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
.
経
替
経
済
撃
に
於
け
る
判
定
作
用
に
方
向
を
奥
へ
る
所
の
合
目
的
性
と
い
ふ
こ
と

が
内
容
的
に
意
味
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
は
仏
仙
の
一
合
目
的
性
と
い
ふ
こ

E
の
貫
現
の
矯
め
の
地
税
と
な

る
所
の
個
別
経
済
の
現
象
に
就
い
て
、
主
(
の
素
材
的
議
事
情
が
明
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
合
目
的
な
る
個
別
経

済
藤
容
と
い
ふ
こ
と
に
規
定
さ
れ
て
成
立
す
る
原
則
的
諸
問
題
が
右
の
認
識
に
基
い
て
解
決
を
奥
へ
ら
れ
る
と
き

に
、
そ
の
立
言
は
躍
な
る
恋
意
的
濁
断
た
る
こ
左
を
見
れ
て
、
其
の
客
観
的
可
能
が
理
論
的
に
保
諾
さ
れ
る
に
至

る
の
で
あ
る
。一

r
-
2
3》

t
z伊
t
tヰ
些
L

J

℃
乃
f
-
4
P
E
-
呼
拝
ご
件
、
げ

3
ド
迂
内
沼
訪
町
、
3
0

h
H
〈

t
f
の
泊
正
ュ
H
日

t
i
l
l
-
-
P
1
L
H
(
fも
細
川
?
J
L
J
J
J
r
j
l
Z
7
n
!
?ノ

G
I
b
-
-
f

ら
そ
れ
ら
の
知
識
は
本
来
、
ぞ
れ
自
轄
と
、
院
に
論
ぜ
る
所
の
統
一
的
国
民
経
済
皐
に
於
け
る
個
別
経
静
的
認
識

或
は
少
く
と
も
葉
の
手
段
的
知
識
だ
る
べ
き
も
の
と
の
聞
に
本
質
的
差
別
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
随
っ
て
、

こ
れ
を
素
材
と
し
て
、
以
で
観
照
科
事
と
し
て
の
国
民
経
済
墜
に
封
立
す
る
一
科
猫
立
の
観
照
科
撃
を
組
織
し
符

べ
き
色
の
で
は
な
い
。

か
く
て
経
管
鮭
持
率
色
亦
国
民
経
済
事
と
同
様
に
個
別
経
済
に
就
い
て
の
存
在
認
識
ぞ
ば
本
質
的
要
素
と
し
て

其
の
鴨
系
中
に
包
踊
す
る
か
ら
、
こ
こ
に
佃
別
経
済
に
闘
す
る
存
在
認
識
の
包
舗
に
つ
い
て
二
つ
の
封
六
的
科
準

の
聞
に
競
合
の
関
係
が
成
立
す
る
。
し
か
し
、
経
替
経
済
撃
に
於
け
る
其
の
包
踊
は
そ
れ
が
自
ら
の
統
一
的
任
務
と

し
て
筒
別
経
持
態
容
の
合
目
的
性
原
則
を
理
論
的
に
判
定
す
る
矯
め
の
必
然
的
前
提
で
あ
る
と
い
ふ
よ
り
外
の
意

組
捜
経
涛
と
個
別
緩
涛

第
三
十
五
巻

第一一一城
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七
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総
僅
経
一
四
と
個
別
経
済

第
三
十
五
巻

一一

O

第
三
銑

四

O
八

義
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
所
論
を
以
て
、
鰹
耐
官
経
蹄
聾
が
一
科
濁
立
の
剰
い
拙
宇
'
と
し
て
存
立
し
得
る
の
道
は
、
先
づ
、
そ
れ
が
貫
践

科
亭
と
し
て
の
唯
一
本
来
の
自
己
の
方
法
論
的
蓮
命
令
}
自
覚
さ
れ
る
所
に
初
め
て
聞
か
れ
る
も
の
で
め
る
こ
と
が

明
か
に
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。

執
が
闘
で
は
凶
民
経
椀
皐
者
の
問
に
於
い
て
も
、
所
謂
粧
勝
一
鰹
構
開
学
者
の
問
に
於
い
て
も
、
品
畑
一
ど
専
ら
圃
民
経

消
却
に
掛
向
す
る
怠
味
に
於
け
る
慌
瞥
純
情
皐
の
濁
立
観
照
科
掛
誌
が
い
刊
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
以
上
論
や
る
私
見
の

'
却
さ
は
未
だ
何
人
も
こ
れ
を
採
る
こ
と
な
か
り
し
所
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
間
に
あ
っ
て
輔
ち
此
の
設
を
な
す
の

は
回
よ
り
、
異
を
樹
つ
る
を
好
な
か
ら
で
は
な
い
。
方
法
論
上
の
必
然
、
寒
に
止
を
符
ゴ
る
が
故
で
あ
る
。

濁
、
米
に
於
け
る
粧
品
百
鰹
持
率
は
未

r葉
の
任
務
の
自
覚
も
亦
業
の
内
容
も
共
に
甚
ガ
不
充
分
の
航
態
に
あ
る

こ
と
を
否
み
難
い
。
し
か
し
、
少
〈
と
も
最
近
の
後
達
段
階
に
於
け
る
多
〈
の
貫
質
的
述
作
及
び
方
法
論
的
遺
作

の
支
配
的
特
質
が
正
に
前
越
の
花
見
の
如
き
方
向
に
あ
る
こ
と
は
、
偏
執
を
去
っ
て
こ
れ
を
見
る
人
が
著
し
〈
承

認
す
べ
き
所
で
め
る
。

か
く
て
、
私
は
我
が
圃
の
国
民
経
持
撃
者
及
び
所
謂
粧
品
国
経
掛
準
者
が
漫
h
ノ
に
、
鮭
管
粧
梼
阜
の
観
照
科
聞
年
設

に
執
着
す
る
こ
と
な
〈
、
し
ば
ら
〈
心
を
虚
う
し
て
猫
、
米
等
の
樫
経
由
経
蹄
皐
的
業
績
に
於
け
る
支
配
的
特
質
の

存
す
る
所
を
正
視
し
、
市
し
て
夏
ら
に
進
一
歩
、
我
が
闘
の
粧
替
粧
持
率
を
し
て
一
層
明
白
な
ろ
賓
陵
科
率
的
自

畳
の
上
に
立
た
し
め
る
様
に
心
を
用
ゐ
ら
れ
る
こ
と
を
希
ふ
。
と
の
こ
と
は
一
濁
立
科
墜
と
し
て
の
鮭
替
経
梼
皐

ぞ
ば
唯
一
の
妥
営
な
る
方
法
論
的
進
行
に
準
ま
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
ち
又
斯
の
遊
興
科
率
を
し
て
業
の
周

有
の
融
合
的
意
義
に
畳
醒
せ
し
め
る
所
以
で
も
あ
る
。
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